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日本の未婚率の推移

出典：内閣府「未婚化の進行」https://www8.cao.go.jp/shoushi/shoushika/data/mikonritsu.html 最終閲覧日2019-4-20

％三世代とも1985年から大幅に上昇
→男女雇用機会均等法



1985 年以前の女性保護 1985年 男女雇用機会均等法
労働基準法等を改正

・残業：原則として一日2時間、週6時間まで
・残業：男性と変わらず一日8時間、週40時
間まで

・深夜業（夜10時から朝5時まで）：原則禁止 ・深夜業可能な業務の拡大

一部の業務のみOK

・危険有害業務：ボイラー、クレーン等の扱い、
・母性保護以外の危険有害業務の規制を大
幅に解除

5メートル以上の高所作業、深さ5メートル以上の

穴の中の作業その他禁止
・募集・採用、配置・昇進

→女性を男性と均等に扱う「努力義務」

・教育教訓、福祉厚生、定年・退職・解雇

→女性に対する差別的取り扱いの禁止

男女雇用機会均等法

出典：厚生労働省「男女雇用機会均等法の変遷」https://www.mhlw.go.jp/file/04-

Houdouhappyou-11902000-Koyoukintoujidoukateikyoku-

Koyoukintouseisakuka/0000087683.pdf

最終閲覧日2019-4-26
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女性にとって働きやすい環境整備が
行われたため、未婚率が上昇した

と考えられる



未婚率上昇で生じる問題

・結婚＝出産という意識が日本の女性にある

→未婚率が上昇することは出産する人が減少することを表し、少子高齢化を
進めてしまう*。

・出生率が低下して労働力人口が減る

→国民ひとり当たりの税負担が大きくなり、財政の維持が困難になる可能性
がある。

そのことによって、現在の経済活動が維持できなくなる可能性が
ある。

＊松田茂樹、佐々木尚之、高村静、大澤朗子、小野田壮、藤澤美穂、上村秀紀、石田絢子

• 出典：少子化と未婚女性の生活環境に関する分析～出生動向基本調査と未婚男女の結婚と仕事に関する意識調査～

• ＥＳＲＩDiscussion Paper Series No.３２３ 最終閲覧日2019-6-6



2005年から未婚率が停滞した理由
（25-29歳）

• 2007年に起きた世界金融危機の影響

回帰分析：女性の未婚率

＝55.12369-0.35477×GDP成長率

（t=-8.07401）補正Ｒ2=0.853

出典：内閣府「未婚化の進行」https://www8.cao.go.jp/shoushi/shoushika/data/mikonritsu.html 最終閲覧日2019-4-20
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2005年から女性の人口が減少したため
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2005年から未婚率が停滞した理由
（30-34歳）

・経済的影響

回帰分析：女性の未婚率

＝27.46948-0.20103×GDP成長率

（t=-4.87311）補正Ｒ2=0.674

・婚活ブーム

→2008年流行語

出典：前掲と同じ
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結婚意識を持つ未婚女性の結婚に
対する考え

2005年から2010年にかけ
て、「結婚するつもり」

と答えた女性が増加した。
2008年の婚活ブームでより

結婚する女性が増加して未
婚率の上昇に歯止めがか
かった。

出典：「現代日本の結婚と出産─第15 回出生動向基本調査」
http://www.ipss.go.jp/ps-doukou/j/doukou15/NFS15_reportALL.pdf

最終閲覧日2019-5-10



2010年から未婚率が停滞した理由
（35-39歳）

回帰分析：女性の未婚率

＝16.48229-0.11325×GDP成長率

（t=-3.48443）補正Ｒ２=0.503

出典：内閣府「未婚化の進行」
https://www.esri.cao.go.jp/jp/sna/content/20170307_gaku-

mfy1642.csv 最終閲覧日 2019-5-13
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三世代の比較

• 30-34歳：2008年流行語の婚活ブーム

→結婚を意識する女性が増加した。

《共通点》

• 人口の減少

→日本全体の女性人口が減少したことにより、未婚者数は

変化していないにも関わらず、未婚率が上昇した。

• GDPと関係

→経済状況により、結婚の選択が大きく変化する。



世代によっての違いはあまりなかったようだ。

地域特性による未婚について考える。

三世代で比較して・・・



論文：少子化と未婚女性の生活環境に関する分析
～出生動向基本調査と未婚男女の結婚と仕事に関する意識調査～

松田茂樹、佐々木尚之、高村静、大澤朗子、小野田壮、藤澤美穂、上村秀紀、石田絢子
出典：少子化と未婚女性の生活環境に関する分析～出生動向基本調査と未婚男女の結婚と仕事に関する意識調査～
ＥＳＲＩDiscussion Paper Series No.３２３
最終閲覧日：2019-6-6



愛知県を例に検証してみよう！



なぜ愛知県を選んだのか

•首都圏以外で人口が増加している数少ない県は愛知県である。

•愛知県の未婚率も上昇している。

•先行文献の地域区分の市町を見つけやすい。

•首都圏では周りの県の人口増加に影響されやすいが、愛知県で
は隣接県が人口増加していないため評価しやすい。



愛知県の人口推移

出典：愛知県HP「愛知県人口動向調査結果 年報 あいちの人口（推計）」
https://www.pref.aichi.jp/soshiki/toukei/0000077329.html 最終閲覧日2019ｰ8ｰ6
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愛知県の未婚率（女性）
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出典：愛知県HP「愛知の人口動向」https://www.pref.aichi.jp/uploaded/attachment/245597.pdf 最終閲覧日2019.8.6

愛知県の女性の未婚率につ
いては、全国に比例するよ
うに上昇している。

愛知県では、人口が上昇
しているが、未婚率も上
昇している。



リサーチクエスチョン

•都市規模の出会いの阻害要因の共通点はあまり見られな
かったため、都市規模の政策では不十分である。

•市町村別の政策を考える必要がある。



未婚者数と経済の回帰分析の結果 未婚者数と大卒の回帰分析の結果



両方とも有意
な場所

経済力が有意で
大卒が有意であ
るとはいえない

大卒が有意で経
済力が有意であ
るとはいえない

両方とも優位で
あるとはいえな
い

名古屋市
豊田市
大府市
みよし市
稲沢市
知多市

瀬戸市
豊明市
東海市

岡崎市
高浜市

江南市

経済力が有意な
地域

経済力が有意でない
地域



政策提案

経済力が有意な地域

•社内での出会いの機会を設ける。

例）月に一度テーマを決めての合コン

•社内専用の出会いアプリの作成。
社内婚の促進



～社内婚を促進させることのメリット～

• 同じ仕事場だから安心感や親近感を持て
る。

• 仕事に対しての理解も持てる。

• 休日が一緒のため予定が立てやすい。

• 仕事に対するモチベーションが上がる。

• 将来性が分かりやすい。

• 企業によっては祝い金が支給されるところ
もある。

～社内アプリを作ることのメリット～

• 情報の信ぴょう性がある。

• わざわざ合コンなどに行かなくても出会
うことができる。

• 気軽に利用できる。



政策提案

経済力が有意ではない地域

• 出会いを求めている男女が一緒に住める、家と機会を提供。

• 成人式時に結婚や子育てに対する意識改革を行う。

空き家を活用する

成人式の式典中に意識改革を促す映像を流す



～シェアハウスのメリット～

• 結婚生活の雰囲気を体感できる。

• 空き家を活用することで、空き家問題の解
決に繋がる。

• 一定の条件を設けることで、結婚に意欲的
な男女を集めやすくする。

• 「＃リアルテラスハウス」とハッシュタグ
を付け、SNS上で話題性を出すことで、興
味を持ってもらえる。

→市の活性化にも繋がる

～成人式時の意識改革のメリット～

• 若いうちから結婚を身近に感じることができ
る。

• 市をピンポイントに絞って制度や支援を説明
できる。

• 成人式という皆が集まる場で講演を行うこと
で、もともと結婚に興味がない人にも話を聞
いてもらいやすくなる。



ヒアリング

経済力が有意な地域

社内専用の出会いアプリ
→自治体で一律の補助を行うことはできるが、特定の企業
のみに対する事業は難しい

愛知県福祉局子育て支援課 中村様

地域の全ての企業に対して自治体が補助金を与えることによ
り、企業単位での婚活事業が行われ、地域の未婚率が下がると
考えられる。



ヒアリング

愛知県福祉局子育て支援課 中村様

経済力が有意ではない地域

空き家の活用

→事業として不可能ではないが、メリットに対して何か問題が
起きた際のデメリットが大き過ぎるため自治体での実施は難し
い。

自治体だけでの実現は難しいが、地域と協力する
ことで可能性が高まると考える。



未婚率の低下のためには、自治体
と地域が一体となって企業を通じ
た政策を行う必要がある。

まとめ



ご清聴ありがとうございました。


